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キラリと光る医療を提供し、地域の皆さま
から愛され信頼され選ばれる病院をめざし
て職員一同努めてまいります。

三重北医療センター 菰野厚生病院

ふじだなふじだなふじだな

vol.11'18.1月

今号のこもの日和では、院長からの年頭のご挨拶などをご紹介

させていただきました。皆さんから本誌へのご意見・ご感想・ご要望等、広報委

員会までお寄せください。

外来担当医表　 平成 30年 1月 1日現在

午前8：30～11：30

午前8：00～11：30

診察受付時間

再来受付機のご利用

13：00～20：00

面会時間

医療機関さまへ
お知らせ

内科への紹介患者
さまは、初診担当医
（3診）となりますの
で、初診担当医の専
門領域に合わせて、
ご紹介いただけれ
ば幸いです。

◆今号のぽっかぽか情報
・いきいき健康講座

◆こもの日和
・院長年頭のご挨拶

 ◆Pick up News

・ 血液浄化センターの
　　　　　　　ご紹介　　

◆外来担当医表 事前のお申込は
必要ありませんので、
ぜひご参加ください。
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今後の「いきいき健康講座」についてお知らせします。
日　時

●14：00～15：00 　　●本館4階会議室
平成30年3月16日（金曜日）

整形外科／山田副院長

講座内容

講座内容

「骨粗鬆症の治療と予防」

「骨粗鬆症の予防体操」

理学療法士

日　時

●14：00～15：00 　　●本館4階会議室
平成30年1月19日（金曜日）

泌尿器科／最上副院長

講座内容

講座内容

「尿失禁について」

「自宅でもできる尿漏れ体操」

看護師

今 号 の

月 木 金火 水診療科

内 科

整 形 外 科

脳神経外科

小 児 科

眼 科

泌 尿 器 科

皮 膚 科

婦 人 科

耳 鼻 咽 喉 科

外 科

午後

1診

1診

2診

1診

2診

1診

2診

3診

1診

2診

3診

初診

午後（要予約）

小　林

角　南
（呼吸器）

鈴　木
（神経内科）

鈴　木
（神経内科）

第2・第4火曜日

深　井
（呼吸器外科）

大　橋
（循環器）

市　川
（消化器）

鈴　木
（神経内科）

讃　岐

安　藤 安　藤 安　藤 安　藤

安　藤

上　田

宮　下

山　田 加　藤

代務医師

加　藤
初診のみ 診察時間9時～10時

山　田 山　田

宮　下

加　藤

武　田 齋　藤岩　井 岩　井武　田

品　川齋　藤 舟　橋 品　川舟　橋

宮　下 加　藤

上　田 上　田 上　田

安　藤 安　藤
診療時間10時30分～ 安　藤 安　藤

長谷川

杉　野 杉　野最　上 最　上 最　上

黒　部 黒　部 黒　部

松　田 松　田 松　田 松　田 松　田

黒　部黒　部

江　﨑 江　﨑江　﨑江　﨑

大　口 中　村

江　崎

古　郡 古　郡 小　林

上田：第2.3.4.5週
今村：第1週

市川／三木
（消化器）・（一般）

田　中
（循環器）

田　中
（循環器）

肺がん相談外来
午前

もの忘れ外来
完全予約制

14:00～16：00

●

地域連携室からの
お知らせ

紹介患者さまに関
するお問い合わせ、
共同利用放射線科
検査予約のお問合
せは地域連携・医療
相談室までお願い
いたします。

●

☎ 059-393-1544

初日の出：写真提供御在所ロープウェイ
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院長より　年頭のご挨拶
こものこもの
日和

病院長
小嶋 正義

　明けましておめでとうございます。新しい年を迎え

皆様に一言ご挨拶を申し上げます。

　昨年当院はアイセンター、血液浄化センター、総合

リハビリテーションセンターをそれぞれ開設いたしま

した。アイセンターでは年間 1000 件を超える手術

を行っており、常勤医4名で外来から手術、入院まで

をトータルにサポートする体制を整えています。また、

菰野町唯一の透析医療機関として、年々増加する血

液透析需要に応えるべく、8月には常勤医2名、透析

ベッド数 41 床へと診療機能を強化しました。現在、

近隣医療機関との連携のもと、約 120 名の透析患者

様をフォローさせていただいております。回復期リハ

ビリテーション病棟では

急性期を脱した血管疾患、

大腿骨頚部骨折などの患

者様に対して、日常生活

動作能力（ADL）の向上

による寝たきりの防止と

家庭復帰を目的とした集

中的なリハビリテーショ

ンを提供し、退院後は土日祝日も休まず行う 365 日

リハビリテーションを提供しております。今後も地域

のニーズに応えるべく努力してまいりますのでご支

援のほどよろしくお願い申し上げます。

Pick up News

1.
患者さまの状態に応じて最新の透析機器で最適な治
療を選択し提供を行います。

透析ベッド増床に伴い
最新透析機器の設置

巻き爪、白癬菌による爪の肥厚、たこ等の足のケア
を専門スタッフで実施しています。

閉塞性動脈硬化症対策
（糖尿病透析患者の足病変に対する
 専門スタッフによるフットケア）

シャント作成から日常管理・合併症診断・治療まで、一
貫した医療を院内で実施します。また、シャントトラブル
に関しては随時、迅速かつ的確に対応いたします。

シャント管理の充実
（造設術、再建術、拡張術、造影）

循環器系（心臓、脳血管）
疾患対応
（心臓カテーテル検査・冠動脈拡張術、
心エコー、心臓MRI、冠動脈CT）

各種診断機器を取り揃え、専門の医師が循環器系疾患に
対応いたします。

地域包括ケア病棟
療養型病床への入院対応

リハビリスタッフの充実により、機能回復をサポート
し、患者さまが安心して生活できるように最善を尽く
します。

通院患者の
リハビリテーション

すす。

通院が困難な患者さまに対して安心して透析治療が受け
られる様、入院体制を整え日常生活をサポートしており
ます。

患者さまが安心できる
質の高い透析を提供します
　菰野厚生病院 血液浄化センターは血液透析や透析シャン

トの管理について、迅速かつ的確に対応できる体制が整って

いることはもちろんですが、多くの診療科やリハビリテーショ

ンセンター・デイケアセンター等を有する病院の施設である

ため、多様な疾患や健康上の問題、社会的問題についても病

院の各部門との緊密な連携のもとに対応しています。通院に

ついても、ご自身で通院していただく以外に、ご自宅や高齢

者施設等の他施設からでも送迎サービスの利用が可能です。

また、様々な理由により入院が必要な場合も短期から長期の

入院に対応していますので、入院して透析治療を受けていた

だくこともできます。

　このような環境が整っているため、全ての世代の方が、ど

のような身体の状態であっても生涯にわたって安心して安

全、快適な透析治療を受けていただくことができます。

血液浄化センター　センター長　古郡和徳
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▲血液浄化センタースタッフ

血液浄化センターのご紹介

ラウンジ
L o u n g e

別空間のラウ
ンジで治療後
ゆったりとお
くつろぎいた
だけます。

食　堂
C a f e t e r i a

明るくゆった
りとした環境
のなかでお過
ごしいただけ
ます。
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